
セ
ン
タ
ー
と
一
般
外
科
と
で
麻
酔
科
医
、

看
護
師
を
分
け
る
こ
と
で
、
専
属
ス
タ
ッ

フ
を
集
め
て
い
つ
で
も
手
術
が
可
能
な

体
制
を
敷
く
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
用
を
行
っ
て
お
り
、
紹
介
元
病
院
か

ら
の
要
請
が
入
れ
ば
、
医
師
が
同
乗
し

て
患
者
を
迎
え
に
行
く
。
県
を
ま
た
い

で
の
患
者
受
け
入
れ
が
し
や
す
い
ほ
か
、

迎
え
に
行
っ
た
病
院
か
ら
医
師
が
一
報
を

入
れ
る
こ
と
で
手
術
が
必
要
な
場
合
は

準
備
を
同
時
に
進
め
ら
れ
る
。
病
院
到

着
か
ら
手
術
開
始
ま
で
、
全
国
平
均
で

８
時
間
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
同
セ
ン
タ
ー

で
は
平
均
１・９
時
間
で
対
応
で
き
る
。

に
よ
る
当
直
体
制
を
つ
く
っ
た
。
救
急
車

の
受
け
入
れ
件
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、

現
在
は
年
間
９
５
０
０
件
前
後
で
推
移

す
る
一
方
、
断
り
件
数
は
１
桁
台
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

救
急
医
療
と
並
び
、
同
院
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
高
度
専
門
医
療

体
制
だ
。
高
度
医
療
セ
ン
タ
ー
が
５
つ
あ

り
、
専
門
医
が
中
心
に
な
っ
て
チ
ー
ム
医

療
に
あ
た
っ
て
い
る
。
設
備
面
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｕ
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
の
計
６
ユ
ニ
ッ
ト

49
床
で
高
度
医
療
を
支
え
る
。

特
に
、
大
動
脈
疾
患
の
治
療
に
特
化

し
た「
川
崎
大
動
脈
セ
ン
タ
ー
」は
同
院

の
看
板
部
門
で
あ
り
、
専
用
手
術
室
３

室
で
24
時
間
３
６
５
日
、
手
術
に
対
応

し
て
い
る
。
15
年
の
手
術
件
数
７
５
５

件（
ス
テ
ン
ト
手
術
を
含
む
）は
、
世
界

で
２
番
目
に
多
い
と
い
う
。
笹
栗
院
長

は「
心
臓
手
術
を
あ
え
て
排
除
し
、
大
動

脈
に
特
化
し
た
こ
と
が
成
功
し
た
理
由

の
１
つ
」と
説
明
。「
そ
の
ほ
か
胸
腹
部

に
わ
た
る
大
動
脈
瘤
の
人
工
血
管
置
換

術
な
ど
難
易
度
が
高
い
手
術
を
積
極
的

に
手
が
け
て
い
る
こ
と
、
夜
間
で
も
緊
急

性
の
高
い
手
術
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
充

実
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
」

手
術
に
欠
か
せ
な
い
麻
酔
科
医
は
、

常
勤
８
人
に
加
え
て
非
常
勤
で
は
そ
れ

以
上
の
数
を
確
保
。
夜
間
に
つ
い
て
は
同

同
セ
ン
タ
ー
の
成
功
が
象
徴
す
る
よ

う
に
、
移
転
後
は
経
常
利
益
を
は
じ
め
、

経
営
指
標
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
数
字
を

順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。

「
１
日
あ
た
り
の
入
院
単
価
は
11
万
円

台
前
後
、
平
均
在
院
日
数
は
10
日
前
後
、

病
床
稼
働
率
は
95
％
前
後
と
安
定
し
て

い
ま
す
」と
小
林
和
彦
統
括
事
務
部
長
は

説
明
。「
手
術
室
の
運
用
は
麻
酔
科
部
長

が
責
任
者
と
し
て
開
く
オ
ペ
室
会
議
で

決
め
て
い
ま
す
。
会
議
で
稼
働
率
な
ど

を
随
時
報
告
す
る
こ
と
で
、
数
字
を
意

識
し
た
運
用
が
で
き
て
い
ま
す
」

外
来
患
者
数
は
、
12
年
度
の
34
万
３ 

６
９
９
人
か
ら
15
年
度
は
41
万
５
６
６

人
と
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
る
。
一

般
外
来
を
法
人
内
の
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
分
離
独
立
さ
せ
て
い
る
が
、
患
者
数

の
増
加
に
よ
り
同
年
、
旧
病
院
跡
地
に

外
科
系
中
心
の
第
二
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
院
し
た
ば
か
り
だ
。

小林和彦・統括事務部長

広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
Ｅ
Ｒ
は
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ベッ
ド
14
床
を
有
す
る

初期臨床研修医は救急外来で指導医のもと、診察や処置を行い、翌日に開かれるＥＲカンファレンスでフィードバックを受ける体制ができている

39　フェイズ・スリー　2016.11 2016.11　フェイズ・スリー　38

手術室増設、低侵襲センター開設で
がん診療を強化、高度医療の提供をめざす
「24時間365日断らない救急」を掲げて地域の救急医療を支えるほか、最新の医療環境による専門性の
高い急性期医療を提供する川崎幸病院。新築移転から４年が経ち、手術件数や患者確保などで高い評価を
受けている。だが現状に甘んじることなく、次のステップを見据えた取り組みとして手術室の増設やがん診
療体制を強化していく考えだ。同院の進化、発展の過程を追う。

急性期 ：救急と高度医療で地域を支える

・24時間365日の救急体制を構築

・大動脈をはじめ、センター化で効率的に高度医療を提供

・初期研修医の受け入れ強化など人材教育に注力

新
築
移
転
で
ソ
フ
ト
と
ハー
ド 

両
面
か
ら
救
急
体
制
を
確
立

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
川
崎
幸

病
院
は
１
９
７
３
年
に
開
設
、
地
域
の

急
病
対
応
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
病
院
と
し

て
、
救
急
医
療
を
中
心
に
歩
ん
で
き
た
。

夜
間
の
透
析
治
療
や
往
診
・
訪
問
看
護

は
他
院
に
先
ん
じ
る
形
で
取
り
組
み
も

開
始
。
現
在
で
は
、
法
人
内
施
設
で
予

防
か
ら
在
宅
医
療
、
保
健
・
福
祉
分
野

ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
ほ
か
、
地
域
医
療
支

援
病
院
と
し
て
か
か
り
つ
け
医
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
地
域
医
療
体
制
の
中
核

を
担
う
。

２
０
１
２
年
６
月
の
新
築
移
転
は
、

川
崎
市
の
救
急
医
療
体
制
の
立
ち
遅
れ

を
憂
慮
し
、
最
新
の
救
急
医
療
に
対
応

す
る
基
盤
づ
く
り
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ

た
。
市
が
公
募
し
た「
川
崎
市
重
症
患
者

救
急
対
応
病
院
」の
指
定
を
受
け
る
な
ど

し
て
、２
０
３
床
か
ら
３
２
６
床
に
増
床
。

Ｅ
Ｒ
に
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ベ
ッ
ド
14
床
を

つ
く
り
、
満
床
を
理
由
に
救
急
患
者
を

断
る
こ
と
が
な
い
体
制
を
敷
い
た
。

ソ
フ
ト
面
で
は
救
急
診
療
体
制
を
整

備
。
同
年
９
月
に「
救
急
・
総
合
診
療
部
」

を
発
足
、
笹
栗
志
朗
院
長
を
ト
ッ
プ
に

全
診
療
科
・
全
医
師
が
診
療
に
参
加
し
、

初
期
研
修
医
、
後
期
研
修
医
、
専
門
医

病院進化論
急性期：川崎幸病院

病院の戦略・戦術・強み

〒212-0014　神奈川県川崎市幸区大宮町31-27
TEL：044-544-4611　http://saiwaihp.jp/

診療科目：内科、外科、循環器内科、脳神経外科、心臓血管外科、麻酔科、泌尿器科、消化器内科、
糖尿病・代謝内科、腎臓内科、人工透析内科、消化器外科、内視鏡外科、腫瘍外科、肛門外科、乳腺外科、
病理診断科、救急科、放射線診断科、放射線治療科、整形外科、形成外科、呼吸器外科、血管外科、婦人科

病床数：326床（一般病棟入院基本料7対1）

社会医療法人財団石心会

川崎幸病院



低
侵
襲
手
術
セ
ン
タ
ー
は
10
月
に
着

工
、
来
年
４
月
以
降
の
稼
働
を
予
定
。

主
に
腹
腔
鏡
手
術
を
行
っ
て
い
る
消
化

器
外
科
、
泌
尿
器
科
、
婦
人
科
の
３
科

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
。
同
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
予
定
の
内
視
鏡
外
科
の

太
田
竜
部
長
は
、「
４
Ｋ
画
像
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
次
世
代
に
向
け

た
新
し
い
低
侵
襲
手
術
を
し
て
い
き
た

い
。
将
来
的
に
は
、
麻
酔
の
維
持
管
理

を
行
う
特
定
看
護
師
を
育
て
る
場
と
し

て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
人
材

教
育
と
確
保
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

語
る
。

人
材
教
育
は
13
年
に
笹
栗
院
長
が
就

任
後
、力
を
入
れ
て
お
り
、14
年
に
は「
臨

床
研
修
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。
初
期
臨
床

研
修
医
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。

救
急
外
来
を
中
心
と
し
た
プ
ラ
イ
マ

当院がめざすのは、「品と質を担保した急性
期医療」。時に救急では多くの患者さんを

受け入れさえすればいいとなってしまいがちです
が、当院では循環器内科で後遺症を残さず、社会
復帰できる蘇生活動に取り組んでいます。手術も
同様に、治療技術を上げていく。これが「質」と
いうことです。「品」とは、効率性の追求。ムダが
あるところに品はありません。医療においては、
余計な治療や作業を省くという考え方。手術でい
えば、バタバタした状態で行うと結局うまくいか
ないものです。事務部門でもカルテの調書などの
ファイリングする書類をできるだけ少なくし、病
棟クラークが患者サイドの仕事をよりできるよう
にする取り組みを始めようとしています。
院長になってから常々言ってきたのは、教育の
重要性。「品」にも関係しますが、手術については
どういう疾患でも、誰が行っても同じ結果になる
ように手順の統一を徹底しており、それが手術成
績の安定化に結びつきます。初期臨床研修医の受
け入れ強化もその一環で、若手をいかに育てるか
が医療の質向上につながります。私自身、三井記
念病院で当時先駆けだったレジデントシステムを
経験し、教えることが自分の医師としての成長に
つながったと実感したので、当院でも取り入れま
した。
現在の地で新病院としてスタートして４年、救
急搬送や新規入院患者の受け入れ、手術件数など
は順調に伸びていますが、数字上だけでは満足し
ていません。ブランド病院にすることを目標とし
ています。職員が当院で働いていることを院外で
自慢できるか、というとまだできていないと思い
ます。プライドをもって働く職場には至っていな
い。ブランド病院には、よい人材の確保と、提供
する医療の質を高めることが欠かせません。職場
環境の整備を含め、一流と言えるような病院をつ
くっていきたいです。

い
る
。「
当
院
で
は
屋
根
瓦
方
式
の
教
育

体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。
初
期
研
修
医

に
教
え
る
た
め
に
レ
ジ
デ
ン
ト
は
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
上
の
指
導

医
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
た
ら
し
ま

す
。
全
体
の
底
上
げ
に
な
り
ま
す
し
、

何
よ
り
若
い
マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
病
院

は
活
気
づ
き
ま
す
」（
太
田
部
長
）

内
視
鏡
診
断・治
療
に
注
力 

開
業
医
か
ら
の
信
頼
を
得
る

同
院
は
救
急
や
高
度
専
門
医
療
の
み

を
行
う
病
院
で
は
な
く
、
地
域
に
密
着

し
た
医
療
に
も
力
を
注
ぐ
。
そ
の
１
つ
が

内
視
鏡
診
断
・
治
療
。
同
院
で
は
緊
急

内
視
鏡
と
処
置
内
視
鏡
を
行
い
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
外
来
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
実
施
す
る
。「
消
化
器
が
ん
は
早
期
発

見
・
治
療
を
す
れ
ば
治
る
病
気
。
市
民

講
座
や
地
域
の
開
業
医
と
の
連
携
の
な

か
で
、
そ
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
」と
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り
、

消
化
器
内
科
の
大
前
芳
男
部
長
は
指
摘

す
る
。

新
築
移
転
の
際
に
内
視
鏡
ブ
ー
ス
を

２
室
か
ら
４
室
に
増
や
し
、
鎮
静
剤
を

使
っ
た
検
査
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
リ
カ

バ
リ
ー
室
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
。
鎮
静
剤

の
使
用
で
は
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

患
者
１
人
に
対
し
て
検
査
を
行
う
医
師

の
増
加
は
、
地
域
の
開
業
医
や
患
者
さ

ん
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
証
で
あ
り
、
患

者
目
線
で
の
高
度
医
療
の
提
供
に
よ
る

地
域
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話

す
。笹

栗
院
長
は
、「
大
腸
が
ん
、
婦
人
科

系
の
が
ん
な
ど
は
患
者
数
も
増
え
て
い

ま
す
。
大
動
脈
に
つ
い
て
は
好
循
環
が
で

き
て
い
る
の
で
、
同
様
の
流
れ
を
が
ん
診

療
で
も
つ
く
り
た
い
。
ほ
か
の
施
設
で
で

き
な
い
治
療
を
行
え
る
よ
う
、
高
い
目

標
を
掲
げ
て
個
々
が
力
を
伸
ば
し
、
成

長
で
き
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
づ
け

を
行
う
こ
と
が
病
院
の
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
」と
今
後
の
展
望
を
語
る
。

リ
ケ
ア
の
ほ
か
、
各
セ
ン
タ
ー
で
高
度

医
療
も
習
得
で
き
る
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
。

救
急
外
来
に
入
っ
た
翌
日
に
振
り
返
り

の
た
め
に
開
催
す
る
Ｅ
Ｒ
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
は
研
修
医
に
好
評
を
得
て
い
る
。

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
と
の
話
し
合
い

の
な
か
で
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
、

研
修
医
の
能
力
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

に
合
わ
せ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。

ま
た
、
外
国
人
医
師
を
招
へ
い
し
て
の

医
師
教
育
を
実
施
。
２
年
次
に
は『
Dr.
コ

ト
ー
診
療
所
』の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
下
甑

手
打
診
療
所
で
の
離
島
研
修
が
選
択
で

き
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
た
。「
研
修
医
の
希
望
を
な
る
べ
く

叶
え
て
あ
げ
る
た
め
意
見
を
聞
き
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
広
報
の

力
を
借
り
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
」と
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
す
る
太
田
部

長
は
振
り
返
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
奏
功
し
、
同

院
は
同
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
か
ら
２
年

あ
ま
り
で
、
初
期
臨
床
研
修
医
の
ブ
ラ

ン
ド
病
院
と
な
っ
た
。
開
設
以
前
は
３
人

の
枠
で
も
定
員
割
れ
を
し
て
い
た
が
、
今

年
は
定
員
７
人
に
対
し
て
33
人
の
応
募

が
あ
っ
た
。初
期
研
修
医
の
増
加
に
伴
い
、

後
期
研
修
医（
レ
ジ
デ
ン
ト
）も
増
え
て

病院進化論
急性期：川崎幸病院

と
介
助
す
る
技
師
、
患
者
の
バ
イ
タ
ル

を
み
る
看
護
師
の
３
人
が
組
ん
で
診
る

体
制
を
と
る
。
ま
た
、
下
部
内
視
鏡（
大

腸
）検
査
は
患
者
の
恐
怖
心
か
ら
２
次
健

診
の
受
診
率
の
低
さ
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
が
、
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
ず
安
全
な

検
査
手
技（
軸
保
持
短
縮
法
）を
提
供
す

る
。上

部
内
視
鏡（
胃
）検
査
、
下
部
内
視

鏡
検
査
と
も
に
件
数
は
増
え
て
お
り
、

15
年
は
そ
れ
ぞ
れ
９
１
３
５
件
、
５
３ 

６
０
件
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ（
内
視
鏡
的
逆
行
性

胆
道
膵
管
造
影
）は
救
急
患
者
を
中
心
に

４
２
１
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
伸
び
て
い

る
の
が
オ
ー
プ
ン
検
査
で
、11
年
は
上
部
、

下
部
内
視
鏡
検
査
合
わ
せ
て
６
８
１
件

だ
っ
た
の
が
、
15
年
は
１
７
０
０
件
に
達

し
た
。
大
前
部
長
は「
オ
ー
プ
ン
検
査
の

増
加
は
、
地
域
医
療
連
携
室
を
は
じ
め
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
開
業
医
に
紹
介
し
て

く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
オ
ー
プ
ン
検
査

大前芳男・消化器内科部長

川崎幸病院内の内視鏡センターでは大学病院レベルの高度な治療法を採用し、
早期胃がん、大腸がん治療を行う

太田竜・内視鏡外科部長
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低
侵
襲
手
術
セ
ン
タ
ー
を
開
設 

手
術
室
増
室
で
が
ん
診
療
に
対
応

手
術
総
件
数
に
つ
い
て
も
、
移
転
前

の
11
年
度
は
１
７
３
９
件
だ
っ
た
が
、
15

年
度
は
４
４
４
９
件
。
手
術
室
は
移
転

前
の
３
室
か
ら
７
室
に
増
え
稼
働
が
上

が
っ
た
こ
と
が
理
由
だ
が
、
手
術
の
ニ
ー

ズ
に
さ
ら
に
対
応
す
べ
く
、
日
帰
り
手

術
を
担
う
第
二
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

手
術
室
を
２
室
増
設
し
た
。
そ
れ
で
も

足
り
な
い
こ
と
か
ら
、同
院
で
は
今
年
度
、

手
術
室
を
３
室
増
や
す
こ
と
を
決
め
た
。

手
術
室
の
混
雑
緩
和
も
目
的
の
１
つ
だ

が
、
が
ん
の
低
侵
襲
手
術
に
特
化
し
た

「
低
侵
襲
手
術
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ

る
構
想
が
狙
い
と
し
て
あ
る
。

笹
栗
院
長
は「
現
在
の
収
益
の
伸
び
率

は
前
年
を
少
し
超
え
る
程
度
、
つ
ま
り

プ
ラ
ト
ー
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
病
院
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
手
術
件
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
、
が
ん
治
療
の
強

化
を
考
え
て
の
こ
と
で
す
。
当
院
に
は

放
射
線
の
治
療
機
器
も
あ
り
、
決
し
て

血
管
系
の
治
療
に
特
化
し
た
病
院
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
が
ん
治
療
に
つ
い
て
も
患
者
さ
ん
か

ら
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
病
院
に
し
て
い

き
た
い
」と
力
を
込
め
る
。

笹栗志朗 院長

品と質を担保できる
ブランド病院が目標


